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2024年3月16日(土)アウガ5階研修室

担 任 青木 加乃子（手芸店ナンデモヤ）

副担任 斉藤 文（地方公務員）

高校生 岩根 侑杏 片山 煌悠 齋藤 翼

田中 琴葉 鶴賀 陽葵 福島 由楽

2023年度クリエイトまち塾 成果発表会

Make 居場所
青森の文化 × 異文化交流で若者の居場所づくり

３組の企画提案

３組を紹介します！
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3

担任 青木 加乃子

手芸店ナンデモヤの店主
異文化交流の経験が豊富！

副担任 斉藤 文

県の保健所で働く保健師
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田中 琴葉 岩根 侑杏 福島 由楽

齋藤 翼片山 煌悠 鶴賀 陽葵
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活 動 報 告
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6

来場者数
2,000人超え!

こぎん刺し
体験

あおもりこども民族フェスへの参加

１ 青森の文化や外国の文化を学ぶ①
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１ 青森の文化や外国の文化を学ぶ②

7

多言語Welcomeシートの作成

若者の居場所に関するアンケート調査

高校生メンバーが、全校生徒を対象に若者の居場所
に関するアンケート調査を自主的に実施。
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２ 企画提案に向けた話し合い①

企画提案の論拠としては活用できなかったが
勉強になった！



あおもり若者プロジェクト クリエイト
２０２３年度企画提案書（３組）

2024年3月16日

5

異文化交流に
関心が高い！

外国人観光客を
若者の「居場所」へ！

３組の特色って？

▲青森西高校のおもてなし隊 ▲青森明の星高校英語科の
学生よるイベント

9

英語学科

ホームステイ経験者

Englishクラブ

２ 企画提案に向けた話し合い②
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２ 企画提案に向けた話し合い③

青森市交流推進課の職員さんが来てくれました！クルーズ船



あおもり若者プロジェクト クリエイト
２０２３年度企画提案書（３組）

2024年3月16日

6

企画提案の方向性

11

⚫３組の強みでもある、異文化交流を通
じたまちづくりの企画提案をしたい。

⚫特に、外国人と実際にコミュニケー
ションを取ることを大切にした企画に
したい。

企 画 提 案
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青森市と中心商店街の歩み

⚫青森市は鉄道・航路が結節する交通要衝地
として発展。

⚫商業の中心地として栄えた。

⚫戦後は戦災復興のため市街地中心部が形成
され、青森駅前は庶民の生活場や、若者が
集う流行の発信地として発展。
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青森市中心商店街の変化

青森駅前の

再開発

インバウンド

の増加
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インバウンド対策の現状(商店主の声)

⚫ 「地方の」「個性的な」「個人商店」「こぎ
ん刺し」を探し、直接来店する観光客が多い。

⚫ ブルガリアの観光客→「東京では対応した日
本人全員が英語で対応してくれた」

⚫ 値切り交渉を楽しむ文化の観光客には交渉会
話を共に楽しむ感覚が大切。

⚫ スマホ翻訳だけでは外国人観光客
に対応しきれない。

⚫ スマホ内蔵型のカード決済に対応
できる店が少ない。

⚫ 富裕層になかなか対応しきれない
15

高校生メンバーが中心商店街に抱く印象

⚫ シャッターが閉まっているお店が多い
⚫ テスト勉強のためにワラッセやアウガ
へ来ることはあるが、気軽に遊びに行
ける場所が少ない。

⚫ 若者が集うイメージはない
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青森市内の高校生の“居場所” は？

新しい変化が生まれ続けている中心商店街で、
高校生を含む、“若者の居場所”を創ることが
できるのでは？
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⚫友人と遊びに行くならドリームタウンALi周辺

⚫“居場所”と思える場所はあるのか？

18

M a k e居場所
青森の文化 × 異文化交流で若者の居場所づくり

３組の企画提案



あおもり若者プロジェクト クリエイト
２０２３年度企画提案書（３組）

2024年3月16日

10

⚫ 地域交流の場を新たに創出する、意図的に居場所をつく

り出そうとする営み（居場所づくり）が求められる。

⚫ 家庭や学校を含め、こども・若者が過ごす場所、時間、

人との関係全てが「居場所」となりえる。

3組が考える若者の居場所とは①

こどもの居場所づくりに関する検討委員会による調査報告書(※)によると…

(出典)こども家庭庁 こどもの居場所づくりに関する検討委員会、「こどもの居場所づくりに関する調査研究報

告書」、https://www.cfa.go.jp/councils/ibasho_iinkai (2024/2/2) 19

3組が考える若者の居場所とは②

１ 自由でリラックスできる

３ スキルを活かして活躍できる

２ 多様な他者との関わりの中で成長できる

４ 自分自身や地域の可能性を見出せる場
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3組が考える若者の居場所とは③

１ 自由でリラックスできる

３ スキルを活かして活躍できる

２ 多様な他者との関わりの中で
成長できる

４ 自分自身や地域の可能性を
見出せる場

若者のやりたいことを応援！

外国語の知識や異文化交流の経験を
活かせる

同世代の高校生や
中心商店街の商店主等との関わり

実際の経験に基づく自信の獲得や
地域(青森市)への理解促進

21

3組が提案するまちづくりアイデア

青森港新中央埠頭に寄港するクルーズ船

の観光客へ青森の文化を感じることができる

オリジナルのうちわを制作体験してもらう。
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津軽弁Uchiwa

津軽弁 × 漢字の名前

・表面には、日常生活や青森ねぶた祭の場面で使
いやすい4種類の津軽弁（めんこい、けっぱれ、
へばな、わいは！）

・裏面には、漢字表記した外国人観光客の名前

津軽弁の意味

めんこい → かわいい

わいは！  → あらまぁ！

へばな～ → さよなら、またね

けっぱれ  → がんばれ
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材料：白地のうちわ、水彩絵の具

価格：定価300円（原価110円、利益190円）

※うちわは 100円均一ダイソーで購入することも可。
※ネットでの一括購入については要検討。

※利益は活動費や材料の購入費として使用

津軽Uchiwaのポイント

26

① 青森独特の文化である津軽弁と、自分の名前を
掛け合わせた世界に一つだけの商品である。

② 制作体験を提供することで青森での楽しい思い
出を強く残すことができる。

③ 高校生が津軽弁の意味を説明したり、外国人観
光客の名前を漢字変換する過程で濃密なコミュ
ニケーションを経験することができる。
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4月 - 5月 6月 - 10月

高校生メンバーが企画・準備

⚫市内高校へ周知用ポスター等を送付す

る(予算はクリエイトと要相談)。

⚫青森西高校のおもてなし隊や青森明の

星高校等、国際交流に興味がある高校

生たちが所属する部活にも直接的に周

知する

⚫青森市交流推進課へ連絡を取り、活動

日を決定する。

準備期間

週休日に活動(計7日間)

⚫6月～10月の週休日（計7日

間）に活動する。

⚫活動日までの事前準備や参

加メンバーの調整なども高

校生メンバーが中心となっ

て行う。

実施期間

クルーズ船の寄港期間（3月～10月）

まちづくりによる成果

手元に残る商品と経験を得
ることで、口コミだけでな
く、SNS等を介した青森の
魅力発信が期待される。

⚫ 津軽弁という青森独特の文化に触
れることができる。

⚫ 夏場や青森ねぶた祭でオリジナル
うちわを使用することで青森での
思い出が深まる。

外
国
人
観
光
客

⚫ 達成感！

⚫ 実践的なコミュニケーションを学ぶこ
とができる。

⚫ 失敗体験も含めたリアルな経験は、そ
の後の語学学習のモチベーションアッ
プや自己の成長に繋がる。

⚫ 普段の学校生活では出会うことがない
高校生や地域の大人たちと出会うこと
で、高校生のコミュニティが広がる。

高
校
生

高校生が活躍し、
人との交流が広がる場所

新たな“居場所”
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新規性について

※高校の取組内容は高校生メンバーの実体験や各高校の公式ホームページを参考に記載。また、一般の2団体についてはホームページやSNS
の記事を参考に記載。

他校

青森西高校のおもてなし隊
ミニ金魚ねぶたの制作キットの配布、まち案
内、地域ねぶたへの参加等

青森明の星高校 折り紙、書道、琴の演奏・体験、まち案内

青森工業高校のねぶた部 ねぶた部によるねぶた噺

一般の団体

ONE BY PLACE
若者のサードプレイスとなるイベント開催を
目的に活動

あおもりサニーヒル 不登校の子どもたち向けの居場所作り

青森独自の文化、異文化交流に興味がある高校生、居場所づくり
の3点を掛け合わせた活動は珍しい！

青森市内にある他校・他団体との比較
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まとめ

インバウンド需要が回復しつつある青森市で、

体験型の異文化交流をつくりだし、

高校生の個々の可能性を広げることが

新しい青森市の未来をつくる！
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